気鬱症に は、 これ 等が 利いた のであろう。 

色、 聞、 香、 味、 触の 五 感覚の 中で、 母 は 意識し な 

い が、 特に 嗅覚 を 中心に 味覚と 触覚に 彼女の 気鬱症 は 

あえ すす しょくじ 

喘き を 持ったら しい ことが、 私に 勧める 食餌の 種類で 

判った。 私 も それ を 好まぬ ことはなかった。 しかし、 

一 度に もっと 渾 然として 而も 純粋で 爽 かな 充足 を 欲 

した。 「もっと、 とつぷり と 浸 かるよう な 飲 もの はな 

い？」 「しとしとと、 こう 手で 1^ れ るよう な 音曲が 聴 

き 度い な あ。」 母 は 遂々、 匙 を 投げた。 

「男持ちの 蝙蝠傘 を 出して 下さい。」 「草履 を 出して 下 

さい。」 「河 を 渡って 桃 を 見に 行く から。」 私 は 必ずしも、 



で、 よよと 楽しく 泣き濡れた。 

後年、 伊太利 フロ ー レンスで 「花の サンタマリア 寺」 

を 見た。 あらゆる 色彩の 大理石 を蒐 めて 建てた この 寺 

あ」 こ 

院は、 陽に 当る と 鉱物で ありながら 花の 肌になる。 寺 

でありながら 花で ある。 死にして 生、 そこに 芳烈な 句 

いさえ も 感ぜられる。 私 は、 心理の 共感 性 作用 を 基調 

にす る この 歴史上の 芸術の 証明に より、 自分の 特異性 

に 普遍性 を 見出して、 ほぼ 生きる に 堪える と 心 を 決し 

た。 

< は 悩ましく とも 芸術に よ つ て 救われよう —— 
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